
令和４年度「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」 

アソシエイト校における取組について 
 

１．アソシエイト校について 

類型名 プロフェッショナル型 

学校名 仙台大学附属明成高等学校 

管理機関名 学校法人 朴沢学園 

 

２．令和４年度における取組について、該当する欄に○を記入してください。 

 参画

した 

参画して

いない 

2023/3/17 開催 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」 

成果検証報告会（視聴のみ参画も可） 

○  

2023/1/17開催 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」全国サミット 

（視聴のみ参画も可） 

○ 
 

【プロフェッショナル型のみ回答】 

2022/10/15、16開催 

全国産業教育フェア青森大会 

○ 
 

   

３．問２以外で実施した地域との協働による学習活動等の取組について、以下の回答欄に記入し

てください。また、記載いただいた内容について、参考となる資料があれば提出してください。

（様式任意） 

コロナ禍の影響で本事業対象学科の食文化創志科（調理師養成課程）でも、授業計画の変更や代替授業等の

対応が求められた。また、本事業の地域協働コンソーシアムの「産官学」の取組主体や対象においても同様に

その対応に追われた。このような予測不能な時代に生じる地域社会の課題にどう向き合い、どう役割を担える

かの問いこそが、今日的な専門高校の教育課題と本事業の本質であると捉え、今年度の事業に取り組んだ。  

（１）自治体との地域協働学習については、令和元年に官学連携協定を結んだ大郷町に加え、塩竈市・仙台市

とも連携を深めながら食の学びによる多様な地域づくり活動を進めた。塩竈市とは東日本大震災直後から十年

以上継続して取り組む浦戸諸島での「白菜の採種文化の保存活動」の活動実績から令和３年３月に官学連携協

定を結ぶことができた。（２）高大連携による活動では、仙台大学スポーツ栄養学科との協働で「調理師×栄養

士・栄養教諭」と高大の「連携」「共学」「接続」をキーワードとした新たな食産業人材の育成に取り組んだ。

中教審答申（R3.1.26）「令和の日本型学校教育（新時代に対応した高等学校教育等の在り方）」において「高校

生の学習意欲を喚起し、可能性及び能力を最大限に伸長するための高等学校の特色化・魅力化」を図るための

策として「産業界と一体となって地域産業界を支える革新的職業人の育成」や「高等教育機関や地域社会等の

関係機関と連携・協働した高度な学びの提供」が示された。このことも踏まえながら、引き続き新年度におい

ても新たな地域協働学習の在り方を模索していきたい。 

    添付資料 ①事業推進（地域協働・高大連携）校内検討会資料   

②地域協働活動成果物（教材・連携主体及び対象リスト） 



４．管理機関担当者 

担当課 法人事務局総務室 TEL 022-278-9136 

氏名 渡邉 真好 FAX 022-279-6219 

職名 総務室長 E-mail somu@hozawa.ac.jp 
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